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    開  会   午前９時３０分 

議長（西 昭夫君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから令和６年６月第２回笠置町議会定例会第３日目を開会します。 

  これから本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付したとおりです。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第１、一般質問を行います。 

  ２日目に引き続き、質問を許します。 

  ７番、由本好史議員の発言を許します。７番、由本議員。 

７番（由本好史君） それでは、議長のお許しをいただきまして、通告書に基づき一般質問を

させていただきます。 

  私からは、５つの項目について質問させていただきます。 

  まず、１点目、山本町長の公約について。２点目、河川空間のオープン化について。３点

目、クラウドファンディングについて。４点目、介護保険について。５点目、簡易水道の耐

震化についてです。 

  １点目なんですが、山本町長はいろいろな公約を掲げられ、町長に当選されました。また、

２１日には所信表明をされましたが、笠置町の推計人口が府内最少で１，０００人を割り、

人口減対策や高齢化対策、笠置いこいの館など問題が山積しております。どういった政策を

もって笠置町を導かれるのか、お聞きしたいと思います。 

  公約が何点かありますが、何点かの公約について具体的に説明をお願いしたいと思います。 

  まず、役場をもっと身近な存在にということで、役場が身近な場所に、信頼できる場所と

ありますが、笠置町役場は高台にあり、笠置町では高齢化が進み、高齢者や身体が不自由な

方は役場に行きにくい状況にあります。この状況をどのように理解されているのかお聞かせ

ください。 

  この後は、自席で行いますので、よろしくお願いいたします。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 由本議員の御質問にお答えいたします。 

  まず、私の公約について、具体的な説明をということでございましたので、まず１点目の

役場をもっと身近にという、そのような私の公約を掲げたわけでございますが、その件につ

いてお答えさせていただきます。 
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  役場をもっと身近にということなんですけれども、これは私が以前、市役所に勤務してい

た経験から私が感じ取ったこととして、こちらにしたら町民の皆さんになりますけれども、

町民の皆さんが本当に役所や役場に行きたくて、行きたいと思って行っているという方は、

ほとんどいらっしゃらないのではないのかなと、そんなようなことを感じておりましたので、

これは用事がなくても、つい立ち寄ってみたくなるような役場にということが、思いでござ

います。 

  じゃ、それをどうやって具体的に実現していくかということにつきましては、例えば、今、

これは取り組んでいることなんですけれども、いつも笑顔で迎えてくれる役場や町の施設に

するということで、例えば何か聞きたいと、何か尋ねてみたいと思った場合、そのような笑

顔で接するという形を定着させていくことによりまして、聞きやすくなるのではないか、伺

いやすくなるのではないか、相談事もたくさんあると思います。 

  そのような相談事につきましても、相談がしやすくなるのではないか、というふうに考え

ておりまして、まず、第一の取り組みでしたけれども、まずは、誰が窓口に来られても、職

員から挨拶するようにというふうなことを、就任の初日の方から取り組みを始めておりまし

て、まだまだなかなか行き届いていないところもございますけれども、まずは、そのように

取り組んでいきたいと思っております。 

  それと、今、議員の方からも、御指摘がございましたけれども、高台にあるということで

バリアフリー対応ができていないというのもございます。この件は、正直、今後検討してい

かないといけない課題だと思っておりますので、そのあたり、もっと身近な、役場をもっと

身近な存在にという形でもしっかりと取り組んでまいります。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  以前、役場の庁舎は耐震工事のため、いこいの館で事務を執っておられました。そのとき

に、住民の方から役場の機能を、いこいの館に残してほしいというような意見もありました

が、いこいの館をどうするかということをスピードアップして、検討していかなければなら

ないと思うんですけれども、このようなことも検討の材料としていただきたいと思うんです

が、お考えをお聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 今の由本議員の役場機能をいこいの館にという御意見についてというこ

とでございますが、正直、役場機能をいこいの館にということを、私は存じ上げておりませ
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んでした。ただ、お話をお伺いしまして、確かに、いこいの館というところは、駅からも近

いということも含めて、もし商店街がもっと活性化されたらということを考えると、やはり

役場機能としては、あっても便利になるのかなと、より身近なという視点では沿ってくるの

かなと思っております。 

  そのあたりも、今後のいこいも含めた町の活性化、にぎわいづくりの際にも、そのことも

踏まえて検討してまいりたいと考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  いこいの館を役場にという話なんですけれども、あそこはエレベーターがありますので、

２階へそういった高齢者の方が行きやすいというようなことがあって、そういう意見が出て

いるかと思いますので、またよろしくお願いしたいと思います。 

  次に、ＪＲの関西本線の存続、利用促進に全力で取り組むとありますが、笠置駅は高齢の

方や身体が不自由な方には利用しにくいと言われておりますが、このような問題をどのよう

にされるのか、お考えをお聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 次に、関西本線の件でございますけれども、まず、お尋ねの件でござい

ますので、先にそちらの方をお答えさせていただきたいと思っております。 

  昨日も他の議員の方からの御質問の際にも、お答えしたんですけれども、実は私の祖父が、

跨線橋のところで倒れて、それで頭を打って、それで亡くなったということを記憶しており

ますので、それがちょうど中学校くらいの頃なので、約３０年、４０年ぐらい前の話になる

かなと思っております。 

  ということはその分、変わっていないということになるんですけれども、そのとき当時は、

まだそれで良かったのかもしれないですけれども、今、特に御高齢の方のそういうお話も私

自身もたくさん伺いましたので、これは、ＪＲさんなりの京都府に相談を求めるものも含め

て、関係者がたくさんいらっしゃることもございますので、一気にいけるかどうかというの

は分からないですけれども、この要望については、しっかりと受け止めておりますので、私

自身も様々なところで、働きかけをしてまいりたいと考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  笠置駅は利用しにくいから、かなりの方が加茂駅まで行っておられます。それはやっぱり
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加茂駅にはエレベーターなりエスカレーターがあるから、そういった高齢者の方や身体の不

自由な方が利用しやすいというようなことであると思うんです。そういったことも検討して

いただくというようなことはお考えなのか、その点お聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 今、お尋ねの件でございますけれども、少し論点が変わるかもしれませ

んけれども、これは新しい公共交通の話にも絡んできますけれども、ＪＲの利用促進も含め

て、笠置駅に誘導しなければならないなと、他の現時点、現在では、加茂駅というところま

で誘導しているという状況もありますけれども、私自身は笠置駅へ誘導しなければならない

と思っておりますので、それであれば笠置駅が利用しやすいということは、当然のことかな

と考えております。 

  これにつきましては、まだ具体的な協議とかしておりませんので、まずは要望をしていき

たいと、ＪＲさんとは具体的には話を、まだ進めていないんですけれども、今回、来月に行

われる連絡会の意見交換会の際にも、議題として提案、私自身からの対応策、バリアフリー

化についても、提案しておりますので、これからも様々なところで要望してまいりたいと考

えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  笠置駅に誘導していただくような施策等、または要望等もよろしくお願いをしたいと思い

ます。 

  次に、御高齢の方が将来にわたり、安心して暮らせる町にということで、在宅介護の充実

と広域的な連携した介護施設、介護事業に取り組むとありますが、現状と具体的な対策をお

聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） ３点目の御高齢の方についての、特に介護についての御質問でございま

す。 

  これも、私が伺ったお話になるんですけれども、町民の皆さん、この町で最期を、生まれ

た町である、長年住んできた町でありますので、この町で最期を迎えたいという声もたくさ

んございます。 

  その中で、現状、笠置町内の方で介護施設の方が、現実として特別養護老人ホームとか、

そういう形のものがございませんので、今すぐ何とかできるわけではないと。財政的に考え
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ましても、笠置町で単独でというのは非常に難しいだろうなと。事業者さんの方の推進につ

きましても人口的なことも考えますと、需要と供給の考え方からいくとなかなか難しいので

はないかなというのが私の現状認識でございますので、今の話は特別養護老人ホームの話で

ございますけれども、広域的に取り組んでいくべき課題だと思っておりますので、笠置町の

中でという方の声もおっしゃる方も非常に多いのは存じ上げておりますけれども、このあた

りは丁寧に説明していきながら、広域的で取り組めるものはしっかりと広域的に取り組んで

いく。 

  あとは、在宅介護自体が成り立つのかという大きな課題もあると思いますので、そのあた

りも京都府、国の方にも現状を訴えていく、要望をしていくという活動もしていかないと考

えておりますので、ここにつきまして、もっと多くの方の意見をお伺いするということと、

いろんな周囲の関係自治体につきましても、いろんなことをお伺いしていきながら、総合的

に考えていきたいなと考えるところでございます。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  特養の件につきましては、以前から私も要望といいますか、住民の方から、できれば運動

公園のところに造っていただいたらという意見もあったんですよ。「できたら雇用も生まれ

るやろ」というようなことの考えでおっしゃっていたんですけれども、広域的なことで言い

ますと南山城村のところが特養がされるというようなことを聞いていたんですけれども、そ

のあたりの情報はどうなんでしょう、教えてください。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 南山城村での特別養護老人ホームの件でございますけれども、これはあ

くまでも詳細のところは私も、あくまでも南山城村で今現在、進められている件でございま

すので、私の方からお答えするのは差し控えたいなと思うんですけれども、これは実は府議

時代から私も取り組んでおったことでございますので、現状だけ、一つの経過を御説明しま

すと、特に南山城村、相楽東部地域では、本当に需要があるのか、介護に関する職員が集ま

るのか、経営的に成り立つのかというような議論が、議論というより逆に心配事がございま

したので、なかなかそのあたりをクリアしていくのは相当難しかったなというふうに記憶し

ております。 

  ですので、例えば、笠置町としてできるかと言いますと、人口的なもの、それとニーズ、

経営的に成り立つのかという観点を考えますと、正直なところ難しいと言わざるを得ないの
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かなというのが、私の経験でのお話しできる話かなと思っております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  そうですね、職員の方が集まるかというようなことの心配を以前にもお聞きしたことがあ

りまして、また、そのあたり経営も成り立たなかったら駄目でしょうし、また、そのあたり

につきましては、しっかりと考えていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  次に、住民全員の声を聞く、住民対話を実施しますとありますが、どのようにして住民と

対話をされるのか、所信表明のときにもお聞きしましたが、再度お聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 住民の声を生かした笠置町にという件についてでございます。 

  これは、所信の方でも述べさせていただきましたとおり、笠置の町民全員の皆さんの声を

聞くということにございます。これも、そのときに述べましたけれども、町民の皆様の全員

の声が聞けるというのは、全国でもたぶんになりますけれども笠置町だけではないかなと思

いますので、その環境というのはしっかりと生かしていきたいなと思っております。 

  この具体的な実施方法ということでございますけれども、確かに私が一人歩くのも一つの

方法かもしれませんけれども、これは笠置町全体として取り組んでいくべきことでもないの

かなと思っておりますので、このあたり、議会の皆様とも実施方法については協議させてい

ただきたいなと。相談させていただいて、もし可能であれば笠置町全体として取り組む中で

は、町と議会と一緒に行うことが可能であれば、そのような方法も実施方法かなと思ってお

ります。 

  ただ、このあたりはまだ具体的な御相談、御提案などもさせていただいていないので、今

後、協議の中で相談させていただければなと思っております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  町民全員の声を聞く、なかなか難しいことだとは思うんですけれども、私も町民なんです

が、何点か指摘をさせていただいたこともあるんですけれども、全くそれが改善されないと

いうようなことになっています。 

  やはり職員の意識の方も変えていただかなければならないと思うんですけれども、そのあ

たり、どのようにお考えか、お聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 町長。 



１０ 

町長（山本篤志君） 今の御指摘、正直なところ、いろんな御意見を伺ったとしても、そのこ

とが実現されない、どうなったかさえも報告されないという件を、私も就任以来伺ったとこ

ろでございます。なかなか、実現できるかどうかということにつきましては、すぐできるも

の、伺ったとしてもできないものも多分あると思います。 

  ただ、その伺ったこと、全員の声を聞くという機会以外でも、普段からでも問合せがあっ

た件については、できるできないも含めて、必ず答えを何らかの返答をするようにという形

を職員に対しても伝えておりますので、まずは、聞きっぱなしにしないというか、必ず何ら

かの意図を持って町に訴えておられることでございますので、その件は何らかの回答をして、

またそこから議論というなり展開があるかなと思っておりますので、まずは、そのように回

答をするというようなことで、まずは、そこから意識改革といいますか、改革を進めておる

ところでございます。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  住民の声に対して、何か返していただくということは大事だと思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

  それと、横の連絡とかそのあたりが手薄になっているんじゃないかなと心配しているんで

すけれども、またそのあたりもよろしくお願いしたいと思います。 

  次に、笠置の魅力を産業振興の基盤として、御高齢の方のいこいの場としてということで、

いこいの館を収益の上がる事業に転換し、産業振興の基盤として活用し、近隣との連携によ

り笠置が観光の中心地を目指して、御高齢の方のいこいの場として、活用いただくことに取

り組むんだとありますが、具体的にどのようにされるのか、お聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 由本議員の笠置の魅力を産業の基盤として、御高齢の方のいこいの場と

してという公約についてでございます。 

  具体的にというところでございますが、この所信なりの方でも述べさせていただいており

ますとおり、まずは町の活性化とにぎわいづくりを作っていく。その中で、いこいの館の再

開を模索していくというのが、私の基本的な考えでございます。 

  その中で、私この選挙戦の時も含めて、以降も含めてなんですけれども、いろいろ賛否が

あるのは承知しておりますけれども、いこいの館の再開を望む声もございますし、笠置の魅

力の一つというのが、笠置町外の皆さんから見ても、笠置わかさぎ温泉いこいの館、そちら
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の方だという方もおられますので、できる限り、まずは、その要望に応えるために、まず、

私はチャレンジしないといけないと思っておりますので、まずは、そのチャレンジに取り組

んでまいりたいと思っております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  いこいの館をいこいの場ということですが、笠置町の涼やかスポットに、いこいの館が入

っていないわけですが、この理由について説明願いたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  今回、涼やかスポットといたしましては、笠置会館、笠置町産業振興会館、つむぎてらす

ということで、設定をさせていただきました。現状、町の職員がいているところで今回は設

定をさせてもらったというところで、いこいの館については、今回は外させていただいたと

いうところでございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  当初、いこいの館の経費を削減するために、会計年度任用職員の時間を減らして、商工の

職員を、いこいの館に張りつくんだというような説明があったんです。そのあたりはどうな

のかなということと、もっといこいの館を活発に活用していただく必要があるかと思うんで

すけれども、いこいの館の起業人を雇用できないという中で、一層丸々起業人の部屋で確保

されているというようなこともありますので、いこいの館をもっと別の部屋貸しとか、その

あたりにもっと活発に利用していただきたいと思うのですが、どうでしょう。 

議長（西 昭夫君） 参事兼商工観光課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。由本議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

  議員おっしゃいましたように、当初予算作成時には職員、商工観光課の職員で、朝の部分

については早朝から機械の運転等ございますので、いていただくことにしていましたが、一

定時間の後は、職員がそちらに行く、役場の業務を向こうでするというふうな想定をしてお

りました。ただ、職員の数が賄えないということになりましたので、４月以降、引き続き今

の状態で１０時の会計年度任用職員での交代ということにしたものでございます。 

  いこいの館につきましては、今、活用方法も貸部屋というところだけになっております。
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そちらに関しましても外部からの利用というのがない状態ですので、中での役場の会議とか

をやっているような状況でございます。 

  活発にこれから動かしていくためには、外部に向けての貸部屋というところも広報する必

要があるのかなとは思いますが、現状、なかなかそれも利用もないというような状況で、今

現在、土日も閉館と利用がない分については、閉館しているというところでございます。 

  今後、今回、予算の方で起業人の方も計上させていただきましたので、来月早々に募集を

開始いたしまして、何かしら新たに観光誘客というところで、いこいの館も利用できるよう

なところのことにも関わってもらえたらというふうに考えております。 

  町長もありましたように、全体的なにぎわいをつくっていくためには、拠点となる施設で

ございますので、活用方法については、今後、そういったプロジェクトの中でいろいろと検

討させていただけたらと思っております。以上です。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  公約にも上がっています御高齢の方のいこいの場ということで上がっていましたので、そ

のあたりいこいの館をそういったいこいの場で使えるような形で、よろしくお願いをしたい

と思います。 

  次に、小さな町を生かした安心・充実の子育てをということで、教育移住への取組という

ことですが、笠置小学校は全校児童数が２０名という中で、今後、ますます児童が減少し、

団体活動が制約されます。このような状況を踏まえ、どういった取り組みをされるのか、お

考えをお聞かせください。 

  また、前町長は多数のことをやり残されたと思います。前町長からどういったことを、引

継ぎをされ、それをどのようにされるのか、お考えをお聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 由本議員の小さな町を生かした安心・充実の子育てをという件でござい

ます。 

  これも所信の中で少人数の教育に魅力を感じる方へ、教育移住を働きかけるということを

お答えさせていただきました。様々な課題というのは正直ございます。この移住に関してご

ざいますけれども、以前に笠置町内の方にお尋ねした際、「今の笠置に何が必要ですか」と

いうことをお尋ねしたところ、可愛い子供たちという言葉が返ってまいりまして、笠置町の

将来のためにも子供たちの存在というのが、必要であるというのを感じております。 
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  ですので、これも具体策と言いますと、一足飛びにはいかないというのが正直分かってお

りますけれども、この少人数での教育、これが、何人が適正かというのが正直なところある

かと思いますが、笠置の魅力、例えば自然の中で、自然のあふれる中で、子育てができる、

学習、学んでいけるということなど、笠置の魅力を様々な場で訴えていきながら、移住の方

に働きかけを行っていく取り組みで、この公約を実現できたらなというふうに考えておりま

す。 

  それと、前町長からの引継ぎに関しての御質問でございますけれども、前町長から受けた

引継ぎというのが、もう正直なところ、前町長の４年間の思いというもの全て入ったか入っ

ているかなというぐらいの非常に濃い内容でございました。 

  当然、その中でさらに進めるべきものもございましたし、やれなかったものというのもた

くさんございました。ですので、この引継事項を一言でというのは、正直、言い表せないも

のだと考えております。また、それをどのようにされるのかとお尋ねでございましたけれど

も、こちらも正直なところ、一言で言い表すというのは非常に困難な状況でございます。 

  その中で私なりの考えといいますか、答えなんですけれども、まず私の信念としては、引

継事項は引継事項として、言葉としては伺いましたけれども、私自身自らの目で、自らが課

題を直視しながら体感しながら私なりに、また考え直して考えていきたい。そのまま進める

こともあれば、見直すこともあるかと思います。 

  ですから、すみません、この言い方が適切ではないかもしれませんけれども、どのように

されるかということにつきましては、本当にその評価というのは方向的にも私自身が４年間

を振り返るときが来たときに、やっと初めてお答えできることではないかなというふうには

考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  町長もこれからいろいろ体感されて、笠置町のためにいろんな施策を打っていただきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

  次に、河川のオープン化については、町民アンケート調査やキャンプ場利用客の声を集約

し、また、出店者からの販売実績等の実績報告から詳細データの分析を行い、総合的に判断

した中で、笠置町木津川河川空間活用協議会を開催し、具体的な実施について検証を行い、

その結果を受けて近畿整備局へ要望書の提出、オープン化に向けた占用許可申請を行い、令

和７年４月１日から開始する予定とのことでしたが、その進捗状況をお聞かせください。 
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議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。由本議員の河

川のオープン化についての御質問にお答えさせていただきます。 

  令和元年１０月にまず、笠置町木津川河川空間活用協議会を設置いたしまして、木津川河

川敷の開かれた活用について協議を行ってまいりました。 

  議員おっしゃいましたように、令和４年１０月から民間事業者による収益活動などの実証

実験を実施し、こちらにつきましては、令和５年９月末で終了いたしました。期間中には出

店された事業者、また河川の利用者につきましてのアンケートの聴取、またはヒアリングな

どの聞き取りなどを行いながら、課題やニーズ等の把握を行ってきたところでございます。 

  こちらにつきましては、ホームページにも掲載させていただいておりますが、現在の進捗

状況につきましては、これら課題やニーズ等の分析を行いながら、町長も所信で述べました

ように、にぎわいづくりの意見を取りまとめる作業に着手するという段階でございます。 

  目標としておりました令和７年４月１日の河川のオープン化、こちらの開始目標はそのま

までございまして、近畿地方整備局に計画書を、大体秋頃、９月、１０月ぐらいになるので

はないかと思っておりますが、提出した後、河川の管理事業者の選定を行っていくというふ

うなスケジュールを予定しております。 

  その後、目標としておりました４月１日に向けて、打合せや引継ぎ等を行っていくという

ことになります。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  中町長は、河川の収入を町の会計に入れるといった発言をされておりましたが、また、河

川の管理はどのようにされるのか、お考えをお聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。河川の収入に

ついての御質問でございました。歳入で町の歳入として上げるのかどうかというところは、

まだ、手法については決定しておりません。河川の管理事業者が請けた後、町に収入をいた

だくのか、もう全ての収入をいただいた後、管理事業者に委託料として支払うのか、どちら

かになるとは思いますけれども、まだ決定したものではございません。 

  管理につきましても、許可の後、多分プロポーザルになるのかと思いますが、管理を希望

されるような事業者さんを募集いたしまして、そのプロポーザルでどうしていくのかという
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ところを町の方でもまとめてからということになりますので、今、確定しているというとこ

ろは、なかなかお答えできないんですけれども、今、そういう作業を進めているというとこ

ろでございます。以上です。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  それと、河川のごみ処理、または、し尿処理費が町民の負担となっております。この件に

ついてどのように考えておられるのか、お聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 由本議員、質問の趣旨からは少しずれているように思われますがどうで

しょう。 

７番（由本好史君） でも、河川をオープン化していったら、こういった問題があるわけです

よ。河川を完全に閉めてしまうんでしたら、こういうごみの処理、し尿の処理費が要らない

わけですよ。オープン化していくんやったら、こういう経費は今まで払っているわけですか

ら、今後も今の状態でしたら、また、町民の負担になっていくわけですよ。 

  前町長は、観光協会にその分を負担してくれという話をしているというようなこともおっ

しゃったと思うんですけれども、そのあたりもどうなっているのかというのは、あるかと思

うんですけれども、今後、オープン化していくんでしたら、そういった問題は避けて通れな

いと思うんですよ。どうでしょう。 

議長（西 昭夫君） 分かりました。町長。 

町長（山本篤志君） 由本議員の河川のごみ処理、し尿関係の処理についてでございますけれ

ども、これも実際のところ、にぎわいづくりの検討の中で検討していく材料になるかとは思

いますけれども、基本的には事業として町運営では直接ないということを考えますと、その

ような処理費用につきましても、事業の中で納めていただく、当然負担していただくという

ことが、基本的なことなのかなとは考えておりますので、これから議論が始まってまいりま

すので、その議論の前提ということで、議題というか提案の中で、そのように含めて提案し

てまいりたいと考えております。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  この河川のオープン化が町民の方の負担にならないような対策を、よろしくお願いしたい

と思います。 

  それでは、次に移らせていただきます。 
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  笠置いこいの館の再開に向けて、資金調達をクラウドファンディングで行うとの構想があ

ったと思います。他の自治体においても、財政状況が厳しく補助金を出せないため、イベン

トの費用をクラウドファンディングによる資金を募ることにされたところがあります。町長

は所信表明にもありますが、投資を基本にした民間ベースによる活性化、にぎわい創出を行

うとありますが、笠置町は財政が厳しいので、クラウドファンディングによる資金調達のお

考えをお聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 由本議員のクラウドファンディングについての御質問にお答えいたしま

す。 

  まず、私の結論から申しますと、クラウドファンディングでの資金調達というのは、現時

点では想定はしておりません。その理由といたしまして、クラウドファンディングで寄附並

びに投資される方は、その対象であったり実施したりする人に魅力を感じて、その魅力に対

して投資されることが多いのがクラウドファンディングでございまして、どれだけの人を引

きつけられるのかが、その成功を左右するものであると考えております。 

  では、現在の笠置町にどれだけの人を引きつけられるのか、投資を呼び込むことができる

のかと問われますと、このあたりはまだ、未知数ではないかなと思っております。お尋ねい

ただいているのが、再開に向けてということで財政がということでございましたので、今の

現在の心境というのをお話させていただいたんですけれども、再開させる、再開ができたと

した場合に、そのときに多くのファンをいっぱいつくることができた場合には、さらに新た

なことにチャレンジするという際には、このクラウドファンディングということに打って出

るということも、それは、私は考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  いこいの館の再開に向けて、こういった資金調達、クラウドファンディングの構想を掲げ

ておられましたので、それはどうなったのかなというようなことをお聞きしたかったんです。

このクラウドファンディングにしても、返礼品とかいうようなこともいうようなことも前も

って考えていかないとあかん問題だと思いますので、早急にはできないと思うんですけれど

も、そのあたりもまた、笠置町は財政が厳しい状況ですので、また、検討していただきたい

と思いますので、よろしくお願いをいたします。 

  次に、介護保険料について、質問させていただきます。 
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  ２０２４年度から２０２６年度の笠置町の介護保険料は、７，１４０円と京都府内では上

から３番目に高い保険料となっております。７，０００円を超えているのは、和束町と京都

市と笠置町の３市町だけです。 

  今回、６５歳以上の保険料の基準額は、要介護認定者が２６年度に増える見込みとなった

ことや、介護保険サービスの利用が増える見込みとなったことで、給付費が膨らむことを見

込んで、介護保険料が決められたと思いますが、他の自治体では基金を取り崩し、保険料を

引き下げられた自治体もあります。笠置町として、この７，１４０円という保険料が妥当な

ものと考えておられるのか見解をお聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  まずは、当町の保険料の算定に当たっても、基金の取崩しを見込んでの算定した金額とな

っております。取崩しを見込まない場合の保険料の基準額は、７，４７０円ということで算

出をしておりました。取崩しの見込みによって約３３０円の減額をしております。 

  また、笠置町として保険料が妥当かどうかということですが、おのおのの立場で変わって

くるかとは思いますけれども、適切なものだというふうに考えております。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） 物価高騰の上、笠置町の介護保険料は全国平均より９１５円高いわけで

す。京都府ワースト３となっております。そうなりますと、町長が所信表明でもおっしゃっ

ておられましたが、住んでよかった、住み続けたくなる笠置にはならないと思います。その

ため、介護保険料が上がらないためには要介護認定者が減り、要介護サービスの利用が減る

ということだと思います。 

  そのために、どういった施策を講じられるのか、お聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  保険料アップを少なくといいますか、抑えていくためには、やはり健康寿命という方を伸

ばすことが大切だというふうに考えております。そのために、若いうちから生活習慣病の予

防に取り組んでいただくこと、また、病気の早期発見、早期治療に結びつけていただくよう

に健康診断を町としても実施しているほか、保健師による健康相談や訪問、健康教育の実施

に努めております。 

  また、高齢者の保健事業と介護予防の一体事業を実施して、フレイル対策に取り組むほか、
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地域包括支援センターの事業として、介護予防事業や高齢者の居場所づくりに努めていると

ころです。 

  そのほか、笠置町のさざなみ会と協働し、個食や低栄養になりがちな高齢者への食事や手

づくりおやつの提供をするなど、一緒に食べる楽しさを感じていただくとともに、食事、栄

養について考えていただける機会を設けているところでございます。以上です。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  町民の方が健康で暮らしていけるような介護予防のそういった対策というのが必要かと思

いますので、また、引き続き、よろしくお願いしたいと思います。 

  それでは、最後の質問です。簡易水道の耐震化についてです。 

  政府は簡易水道を運営する自治体に対し、耐震化費用を補助すると、支援事業に乗り出さ

れておりますが、笠置町の耐震化率はどの程度か、また、この耐震化事業を実施されるのか

お聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 建設産業課長。 

建設産業課長（植田将行君） 由本議員の本町耐震化率並びに簡易水道事業耐震化費用補助の

御質問にお答えいたします。 

  本町の耐震化率につきましては、水道施設であります取水場、浄水場、配水池の耐震化率

はゼロ％です。水道管につきましては、導水、送水、配水管、総延長３万７２８メートル中、

耐震管の延長は、２，８０５メートルで耐震化率は約９％でございます。 

  耐震化事業につきましては、簡易水道等施設整備国庫補助金、生活基盤近代化事業の管路

施設強靭化事業は従前までは、上水道事業者のみが対象となっておりましたが、南海トラフ

の地震等の発生の確率が高まる中、簡易水道事業においても、強靭化が急務となり令和６年

４月１日から簡易水道事業者も対象事業となったところでございます。 

  災害時に被災者が避難する重要施設となります。学校や公民館への管路の耐震化が補助対

象となるため、積極的に活用させていただきたいと考えております。以上です。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  そうですね。新たな事業では医療機関のほか、災害時に被災者が身を寄せる学校や公民館

への管路の耐震化を補助対象とすると、管の継ぎ目に特殊な部品をつけて外れにくくしたり、

伸縮性と強度に優れたダクタイル管に交換したりする費用について、財政力に応じて最大で
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半額を助成するということになっております。 

  能登半島地震に見舞われた石川県輪島市では、小・中学校などを含む簡易水道が全て断水

し、３月末でもまだ一部で断水が続いておりました。被害は耐震化していない管路に集中し

ていたということで、断水すれば生活への影響が甚大で耐震化の重要性を改めて痛感したと

いうところでございます。 

  財政が厳しい中ではありますが、震災に備えていただく必要があると思いますので、補助

金のあるうちに必要な事業を実施していただきますようお願いし、私の一般質問を終わらせ

ていただきます。ありがとうございました。 

議長（西 昭夫君） これで由本好史議員の一般質問を終わります。 

  ここで休憩をします。再開は議場の時計で１０時３５分からとします。 

休  憩   午前１０時２０分 

再  開   午前１０時３５分 

議長（西 昭夫君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  次に１番、向出健議員の発言を許します。１番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  議長の発言許可をいただきましたので一般質問通告書に基づきまして質問させていただき

ます。本日は大きく３つの課題について質問させていただきます。 

  １つ目は、保育料の無償化、高校生の通学費無償化等についてです。２つ目には、住宅の

確保、移住者の方の住まいの確保についてです。３番目には災害対策について質問させてい

ただきます。 

  まず１つ目の保育料無償化、高校生の通学費無償化について質問を始めさせていただきま

す。 

  町長は、教育移住ということも言われております。それは、小学校等を中心にして少人数

学級ならではの魅力を中心として、学びの子育てしやすい魅力を中心に考えておられると思

います。しかし、こうした子育ての支援については、その土台として経済的な負担、教育に

関わる様々な負担を軽減していくということが、土台にあってこそ成り立っていくものでは

ないかと考えております。 

  特に、保育料無償化については、そのお子さんの人数にもよりますけれども、数十万ほど

の財政負担でできるというふうに、これまでの質問の中でお聞きをしています。この保育料

の無償化について町長は現在、どのように考えておられるか、実施する考えも含めまして答
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弁をいただきたいと思います。 

  残りの質問については、自席から行います。 

議長（西 昭夫君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの向出議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  現在、笠置町の保育料につきましては、国の制度により満３歳以上の子供の無償化や、子

供が２人以上の世帯の負担軽減の観点から、保育所等を利用する最年長の子供を第１子とカ

ウントして、ゼロ歳から２歳までの第２子を半額、第３子以降は無料となっております。 

  また、府の制度により兄弟の年齢が１８歳未満である第３子以降の保育料も無償化となっ

ており、一定部分についての無償化、それから保育料の軽減等を実施しているところですが、

完全無償化については今のところ考えておりません。以上です。 

議長（西 昭夫君） １番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  町長にもお尋ねしたいんですけれども、現在は担当課長からは考えていないということな

んですけれども、先ほど言いましたように、財政面でもかなり少ないということと、ただ一

方で保護者の方の負担というのは、この保育料だけじゃなくて小・中学校は一応義務教育で

すけれども、それでも様々かかってくるお金があると。それから、高校に通うのも一般的な

ことですから、いろんな様々な負担、修学旅行費等もありますし、さらに大学となりますと

さらに費用がかかってくると。そういう中で少しでも家計負担を減らすと。 

  自治体の役割というのは、やはり福祉の向上、住民の暮らしやすい環境づくりをしていく

ということが主になってくると、その中で、僅かな財政負担ということも含めて考えますと、

これは実施していくことが、意義が非常にあるのではないかと考えています。 

  特に、子育ての問題、この問題だけではありませんけれども、まず少ないところできやす

いところから進めて環境整備の一環として、今後検討していただいて、実施をいただきたい

というふうに考えていますけれども、そのあたりどのようにお考えか、町長のお考えをお聞

きしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 向出議員の御質問にお答えいたします。 

  様々な子育て支援に関しまして、様々な方法があるかと思っております。その中で、今回

御提案いただいております保育料の無償化につきましても、施策の一つだと考えております。

それが例えば数十万円の話でということでもございますけれども、まず、これまでの答弁も



２１ 

ありますけれども、財政的には限られたものがあるという、それをどう使っていくかという

ことも、考える中で、まずは限られた財源の中で、どのような負担軽減が図れるかという部

分については、まず検討してまいりたいと思っております。 

  ですから、どれが適切なのか、どれが効果的なのかも含めて考えていけたらと思っており

ますけれども、ただ、子育てというのは、本来的にいうと本町だけのものではございません

ので、やはり国の責任というのもしっかりと、国の責任においてもしっかりと支えるべきも

のだと考えておりますので、本町独自もありますけれども、様々な負担軽減施策につきまし

ても、国や京都府などにも要望してまいる必要があるかなと思っております。以上でござい

ます。 

議長（西 昭夫君） １番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  高校生の通学費の補助について、無償化についてお尋ねをいたします。 

  以前、お話をお伺いしたところ、府議会議員をされていた時代には、この問題を取り上げ

て京都府の制度はあるけれども、なかなか、まだまだ弱い、不十分であるという認識がある

と、課題ではあるというふうに、お聞きをしています。 

  特に、この問題は学校を選ぶという権利の問題でも、通学費が比較的遠くにあります、高

いということで控えたり、進学を本当は希望しているところに行きたいけれども、そういう

財政的なところで、比較的近くにしたりしておこうかというようなことも起きてくるのでは

ないかというふうに考えております。 

  町長も課題というふうには考えておられるということなので、今後、どのようにしていく

のか、これも検討されて実施の方向で進めていただけるのか、そのあたりお聞きをしたいと

思います。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 向出議員の高校生の通学費の無償化について、お答えいたします。 

  これも向出議員、御指摘のとおり、府議会議員時代に、これは特に相楽東部を念頭にした

ものではなく、京都府全体でのことで取り上げていたんですけれども、交通費、地域的なも

の、地域によって子供の学ぶところが、選択が狭まるとか、費用について限られるというの

はおかしいという形で取り組んでまいりました。 

  この辺は、本当に申し訳ございませんけど、なかなか私たちの思いというのは通せなかっ

たですけれども、そういう意味では、課題としては通学費のことは考えております。このあ
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たりも先ほども御答弁させていただきましたが、限られた予算の中で、どういうふうなこと

を使っていくかということを総合的に、考えていきたいなと思っておりますので、正直、必

要性というのは感じておりますので、この点も含めて、総合的に考えていきたいと考えてお

ります。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） １番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  高校通学ということで、お隣の南山城村の方では木津駅までの補助をするということがあ

るということで、様々、負担の軽減策というのがこの間、東部の方３町村の中で給食費の無

償化をはじめ行われてきました。本体である授業料とか、いろいろ学費に関わるお金の問題

というのはあるんですけれども、この間、子育ての支援でいきますと、ずっと求めてきまし

た高校卒業までの医療費無料化も実施されてきました。 

  その中で、まず始めやすい先ほども言いましたけれども、保育料の無償化や高校生の通学

費無償化というところが、課題としてはすぐに無償化を求める中で、額面的にもまだやりや

すいところで残ってきている課題かなというふうに思っております。そこもきちっとした上

で、今後、子育て移住というところにもつながるようにしていただきたいと考えております。 

  それで特に、この子育てしやすい環境づくりを含めて、今後、移住・定住につなげていく

ということもあると思うので、どのように移住・定住のＰＲであったり取組であったりとか

されていくのか、施策につなげていくのかというところをお聞きしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 向出議員の移住・定住にどのようにつなげていくのかということでござ

います。 

  まず、子育ての観点から入りましたので、確かに子育て支援、様々な施策を講じることに

よりまして、特に教育移住と私も表現しておりますけれども、その部分については一定の効

果があるのかなとは思っておりますので、これは今の段階ではどの分野から始めていくかと

いうところは、正直お答えできないんですけれども、例えば、先ほどの通学費の件につきま

しては、高校になりますので、府立高校ということを考えますと、京都府の範疇になってく

ると思っております。 

  まずは、私は京都府の中で、しっかりと地域の距離によるそういう格差の是正というのは、

まずは京都府が行うべきだと思っておりますので、移住とは絡まないかもしれないですけど、

やるべきところはあると思っておりますので、そこは京都府については、私はさらに要望し
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ていきたいなと思っております。 

  それと、あともう１点、これは教育移住だけに限らないんですけれども、全国的に人口減

少の中で、世の中的に言えば、どちらかというと人の取り合いという形になっているような

要素もありますので、それが本当の姿なのかなとも思うところもございます。ということも

ありますので、私個人といたしましては、笠置に魅力を感じていただいて、価値観から笠置

に移住・定住を考えていただけることが一番望ましいことだと思っておりますので、まずは

魅力ある笠置となるように、総合的な観点から検討してまいりたいなと考えております。以

上でございます。 

議長（西 昭夫君） １番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  今後、具体的な政策展開を望みたいと思うんですけれども、特に、この間で言いますと、

子育て世代向けの家賃補助の制度をつくられたりもされておりまして、こういうことを一体

的にＰＲする必要もあるんではないかなというふうに思っております。 

  笠置町のホームページを見ますと、空き家バンク登録のところは、バナーがあるんですけ

れども、まず移住を考える方というのはホームページを見たり、電話の問合せをしたりとい

うのもあるのかなと思いますけれども、ホームページというのが分かりやすい情報源になっ

てくるのではないかなというふうに思っております。 

  そういうところで、例えば、若い子育て世代の方で移住を考えている方へということで、

特設のサイトをつくるとか、何かそういった形の工夫も含めて、具体的なＰＲという点はす

ぐに着手しやすい面があるんではないかなというふうに考えております。 

  せっかく制度をつくっていますので、ぜひその辺のＰＲの問題については、どのようにお

考えなのか。これまでもいろいろホームページの分かりにくさの指摘とか、ほかの議員も含

めて質問がなされてきました。少しずつは改善をしたり、直接関係ないですけれども、例規

集もホームページにアップするようになったり、改善は見られるんですけれども、もっと使

いやすい形でということも以前答弁をいただいています。 

  その中で、思い切ったホームページのリニューアルも含めて、一体どういうふうに展開さ

れるのか、この点だけお聞きをしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 総務財政課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。ホームページ

の件でございます。 
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  向出議員がおっしゃいましたように、今、空き家バンクのバナーとして、そこから検索を

していただけるようになっておりますが、以前にも御指摘いただいておりまして、そういう

施策についても載せてはどうかという御指摘もありましたのでそこについては改善したいな

というふうに思っております。担当者の中でできるものもあるかと思いますので、そこらは

リンクをつけるとか手法を使いまして考えていきたいと思います。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） １番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  ぜひ子育て政策、この間なかなか進んでこなかった政策も幾つかは実現いただきましたの

で、それを活用いただきたいと思います。 

  次に、住宅の確保についてお尋ねをいたします。 

  山本町長自身も選挙に当たられまして、こちらに移住をするということで、家を探してお

られた中でなかなか見つからないということで、苦労されたというふうにもお聞きをしてい

ます。 

  その中で、この間も、年によるんですけれども最大、今まで聞いた中では、移住希望者が

１０人を超えたときもあるというふうに記憶をしております。しかし、一方でそれだけ対応

できる借家が現実にないということがあります。せっかく移住を希望されているのに、入口

としてまず、住まいがないということは非常に今後、移住・定住を進めていく上で、ネック

になってくる最も基本的な基礎的な政策になってくるというふうに思っています。 

  今現在、まだ具体策はこれからになってくると思うんですけれども、どういう形で進める

とか今、試案等があれば、まず、お聞きをしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。向出議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

  空き家バンクの件でございますが、空き家バンクで住居、貸し出してもいいよという住居

の登録をされているのが、昨日現在、２５日現在になりますけれども、２件となっておりま

す。移住を希望されて住居を求められている方の登録というのは、２０件に上りました。こ

こ３月以降、移住希望の登録者の方が増えていったこと、増えております。２件となりまし

たのは、既に登録いただいていた物件が契約成立した方、それから、現在、交渉中というと

ころで今、２件にまで減ってしまったというところです。御指摘のとおり、全く物件と移住

を希望される方の需要と供給が追いついていないアンバランスというところになっておりま



２５ 

す。 

  物件につきましては、お声かけさせていただいたりしているところでございますが、なん

せ家の状況等とかありますので、協力隊にそういう物件を探してもらったり、声をかけたり

ということをしていただいておりましたが、協力隊が退任された後、そういう業務も登録し

ますという申出があってからの受付ということになりますので、１つといたしましては専門

的な知識を持っておられる不動産業者の方に委託をするとか、そういうことも検討する段階

ではないのかなというふうに考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） １番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  山本町長にお伺いしたいんですけれども、当然、御本人も苦労された中で問題意識は持っ

ておられると思うんですけれども、いろんな政策を進めていく、特にさっき、教育移住とい

うことも言われていますけれども、様々な政策をアピールして実施しても本当に住まいがな

ければ、結局、逆に希望された方にも失礼な面があって、要するにどんどん呼び込んでいる

のに実際住めないじゃないかというのでは、元も子もないというふうに思うわけです。その

あたりについて、やっぱり政策というのは移住・定住政策の入り口で本当に土台であると思

うんですが、そのあたりの見解についてお聞きをしておきたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 今の向出議員の住宅の件でございますけれども、正直、私も実際に今、

笠置町に住んでおります。住民票を持ち住んでおりますけれども、これだけ相当時間がかか

りました。いろんな方にお探しいただきまして、その数は数十件、ないし２０件は超えてい

るのかもしれません。そのように当たっていただいたということでございますが、２か月経

ってやっと見つかって、この６月からは笠置町のほうにやっと来れたという状況でございま

す。 

  これは、向出議員の御指摘のとおり、いろんな移住政策を進めたとしても、住むところが

ないと、まずそこでせっかくの移住希望の方も移住できないということがあるというのは、

もう事実でございます。それは肌で感じたところでございます。 

  それに対しましては、先ほどの空き家バンクにつきましても、登録があっても進まないと

か、協議中とかなぜそのようなことになるのかということも含めて、少しこれは分析しない

といけないと思っておりますが、私の感覚といたしますと、町の方でアパートなり一軒家で

も借家を借りようとした場合、仲介業者さんが入っておられて、仲介業者さんが引き渡しの



２６ 

段階で何もない状態、きれいな状態で掃除した状態で、引き渡していただくのが一般的だと

思うんですけれども、笠置町にそのようなニーズというか環境がなかったのかなとも思って

おります。 

  ですから、そのようなところでいきますと、これは町でやるよりも、外部の不動産会社さ

んとか仲介業者さんのほうに、お願いすることも検討していかないといけないのかなと思っ

ております。ただ、これが笠置町でなじむかなじまないかも含めて、検討していかないとい

けないと思うんですけれども、移住してきた立場ということで申しますと、私的にはそのよ

うなことを感じておりますので、これも幅広くの検討にはなりますけど、移住施策を進める

上では必ず必要なことであると認識しております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） １番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  この問題は他の議員も含めまして重要な課題として、質問が度々されています。私もずっ

と取り上げてきまして、最も前進したときには、借り上げ住宅について検討はしたいと、具

体的な学習をして学んで考えていきたいまではあったんですけれども、なかなか具体化がさ

れないという状況がありました。 

  今、少し触れられたように家の中の家財を片づけなければいけないというところの業者に

頼めば、それなりの負担がかかるとか、それに行くまでのステップまでのところでの対応と

いうのもあるとは思うんですけれども、そういうところも含めて借り上げ住宅とか直接、一

番分かりやすいのは直接町として、住宅を建設できればすごく分かりやすさはあると思うん

ですが、そういう思い切った政策の展開ということについては、どうお考えなのか、お聞き

をしておきたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 向出議員の借り上げ住宅に関する御質問でございます。 

  こちらも先ほども私も触れさせていただきましたけど、住宅が必要だということではあり

ますけれども、なかなかこれを借り上げるというところが、まず、借り上げる契約を町がや

るのかとなった場合には、様々な法律的な点でも課題があるのではないかなと認識しており

ます。 

  私はそこまでは調べ切れていないんですけれども、不動産仲介業みたいな形の中での法律

を踏まえて、町ができるのかという件もあるかと思いますので、それと、町が借り上げたも

のを保有してしまって、埋まらないにもかかわらず、町が借り上げてしまっていた場合、ま
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た町の負担も増えるかなと思いますし、管理面もどうするか、先ほども申しましたけれども、

仲介に入っておられる方は、仲介の普段、本当は貸主の方がきれいにするというのが一般的

になっていますので、その業務を町が担わないといけないのかというようなことも含めます

と、なかなか簡単には借り上げ住宅ということは、難しいのかなと考えております。 

  ですので、ただ、御指摘いただいている趣旨というのは承知しておりますので、移住・定

住が増えるようにという形の、まず第一歩としての居宅についての確保につきましては、民

間の不動産会社さん、仲介業者さん等にも話を聞く、働きかけを行いながら、検討していけ

ればなと思っております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） １番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  実際、全国で借り上げ住宅を実施されている自治体もあります。奈良県も趣旨は違うとこ

ろはあるんですが、借換えのそういう政策ということで特別の機構をつくって、条件がある

んですけれども、そういう政策をやっています。 

  問題は、その難しいということではなくて、よく研究した上で、もし結果的にできないこ

とはあるかもしれませんけれども、町職員が少ないということもあって、条件が他の自治体

と違うとかいろいろなことがあるとは思うんですけれども、具体的に本当に政策をしようと

したら、どういう課題があって、こういうことを解決しなきゃいけない、じゃあどうするか

というところまで踏み込んでいかないと、なかなか進んでいかないというふうに思います。 

  これまでも、いろいろ考えたいという話は、お聞きはしているんですけれども、駄目なら

駄目という結論も含めて、本当に検討されて、その結果をきちっと議会なりに返していただ

いて、駄目だったら駄目でどういう政策があるのか、もっとこういう方法はどうかというと

ころも踏み込んで、具体的な政策の提示というところまで、今後進めていただきたいと思う

ので、そのあたりのことについて答弁いただきたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 今回は、この借り上げ住宅という件で御質問になりましたので、他にも

他の方法もということでの御答弁をさせていただきましたけれども、ただ、移住ということ

を考えた場合には、何らかの形で住宅を確保する、住宅を提供できる体制というのは作って

いかないといけないと思っております。 

  ただそれが、町がやるのか、それとも外部に委託するのかという手法の違いかなというふ

うに認識しておりますので、このあたりも今後、進捗状況を検討していった中で、進捗状況
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につきまして、まず、議会の方に御報告をしていきたいと思っておりますので、まずそれが

結論ではなくて、多分途中経過になっていきますけども、随時、御報告できたらなと思って

おります。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） １番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  財政難も言われている中で、移住が増えれば少しでも人が減ることを抑えることができれ

ば、交付税の措置でも減っていくことが抑制できるというふうに思います。そういう点でも、

ぜひ考えていただきたいと思います。 

  次に、最後、３つ目の災害対策についてです。 

  先に、ほかの議員からも質問があって、避難訓練についてはまずは区からやっていって、

全体的な訓練につなげていきたいということで答弁をいただきました。 

  特に、区長の役割であるとか、避難者の役割ですが、例えば、職員が来れない場合は区長

が開けるのか、区長が避難所を開けたとしても、どこまで対応するのかとか、そうしたとこ

ろの具体的な取決め等については、どういうふうになっているのか、お尋ねをしたいと思い

ます。 

議長（西 昭夫君） 総務財政課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。向出議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

  避難所における役割分担の確認ということでございますが、避難所につきましては、町長

が開設して避難所には職員を配置するとしております。各地区の集会所など、この避難場所

を開設する場合には、区の御協力をいただくことになります。鍵を開けて区長さんに常駐し

てくださいということは、お願いしておりませんが、職員が時間内に巡回しているというと

ころで対応をしております。 

  ただ、やはり区民の方が来られるということで、区長さんであったり、役員さんであった

り、集会所のほうに詰めていただいているところもございますので、これは連携を取りなが

らということにしております。 

  区長さんとしても、避難されている方が区民でいらっしゃったらという思いも持っておら

れますので、他の事案といいますか、他にも区長さんとして区の中でしていただくこともご

ざいますので、常駐というところは、もちろん求めていないというところでお願いしており

ます。以上です。 
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議長（西 昭夫君） １番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  ちょっと気になるのが、区長さんが集会所の鍵を持っておられて、職員がどうしても来れ

ない場合とかが生じた場合、実際どうされるのかとか、そういういろんな想定の中で、話し

合いがどこまでされているのかなというふうに感じております。区長会、当然、聞き取りの

場があって、そういう場では課題として出されているとは思うんですけれども、災害だけで

はないですが、そういうところに特化した形での協議とか、定期的にされているのか、そう

いうことがもしされていないのであれば、取組をもっと強化していかないと、なかなか実際

に何かあったときに、大変なことになってくるんじゃないかなというふうに思っています。 

  そのあたり、区長だけではないかもしれませんが、その関係者とかいて、周辺のところ、

消防団とかもそうですけれども、話合いがゼロではないのは分かっているんですけれども、

そういうところでの特に避難、災害があった時の対応については、そういう話合いの場を定

期的に作っておられるのか、そのあたりお聞きをしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 総務財政課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。向出議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

  定期的にということが、今、いろんな各種団体が寄って定期的にということは持てていな

いというところが実情でございます。 

  区長会議につきましては、年１回、２回、区長さんに集まっていただいて、会議をもって

おります。昨年度も今年度、来月、開催するんですけれども、西部区さんの自主防災組織も

ございましたので、そういう事例も発表して課題等もお聞きするというふうに考えておりま

す。 

  消防団は消防団で、もちろん定期的な幹部会議もございますので、そういう場ではありま

すが、避難訓練を今度実施する際には、そういう各種団体に集まっていただいて、スタート

の検証ということも必要となると思いますので、各区ごとの訓練にはなるかと思っておりま

すが、まずは、した中で課題の抽出ということが、大切なことやろうと思っています。 

  災害とか以外でも、この前、１６３号でも通行止めになった際には、いろんな団体が個別

の動きをされていると、小学校にしてもそうですし、保育所でもどのようにというところが、

なかなか連携を取れていないということが明らかになりましたので、緊急時にはどうするか

という動きの確認なり、そういうところで集まっての話はする必要があるかなと認識をして
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おります。以上です。 

議長（西 昭夫君） １番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  他のところで他の議員からも質問があったんですが、１６３が通行不能になって外部の職

員が来れないという事態があったというところで、極端に職員が集まらない状況があった時

には、区長ばかりに責任を負わせるのも、なかなか大変な面があると思うですけれども、消

防団、関係者ですね、避難者の方も自身が、けがをしていない限りは、ただやってもらう側

だけではないと思うので、そういう訓練もそうですけれども避難者の役割ということも含め

て、そういうときにはどういうふうに動いたらいいのか、考えたらいいのかということも含

めてやっていかないといけないんじゃないかというふうに思っています。 

  そのあたりも含めて、今後、そういう具体的な協議とか、そういう避難訓練だけじゃなく、

定期的な講習とか、あまり開催を増やすと確かにいろいろ大変な面もあるとは思うんですけ

れども、適宜やっていかないと、一度教えられたこともしばらく経つと忘れていたり、ちょ

っと不十分になったりしてしまう点もあると思うんです。そのあたりについて、今後どうい

うふうにされていくのか、ちょっとお聞きをしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 総務財政課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。向出議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

  先ほども答弁しましたように、災害時だけではなく、緊急時というところもございますの

で、特に災害時におきましては、町外の職員が増えた状況では、出勤できないということも

十分考えられますので、そういう場合は地元にいていただいている区長さんであったり、消

防団であったり、もちろん民生委員さんであったりとかも御協力いただくことになりますの

で、それぞれがそういった訓練なり会議や研修会を通じた中で、自分たちがどう動けばいい

のか確認をしていただける場というのは必要かと思っています。 

  この前、先日の通行止めの際には、役場は何してるねんというふうなお声がありました。

車が動かないことについて、役場が情報把握できていないことに対して、強くお怒りの電話

も数多くありました。ただ、住民さんの中には、情報源としてはなかなかないかとは思いま

すが、これが避難という場合になったときに、役場が何かをするのを待っていただくという

ことでは遅い場合がありますので、避難される方、住民の方も意識を持っていただくという

ことが大事なのかということを感じております。 
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  避難の際にも来るだけではなく、町の方でも備蓄品とか飲料水の用意はしておりますけれ

ども、避難の際には、食料品なり防寒具を備えていただく、それを持ってきていただくとい

う、避難をする側の立場としての準備物というのも、しっかりと考えていただく必要もあり

ますので、そういったところは啓発であったり、研修であったりやっていく必要があると思

っておりますので、それができていないというところが町の課題かと思っております。 

  今後は、徐々に全体的な避難訓練に広げるというところも考えまして、皆さんに意識とい

うものも、持っていただくような場をつくりたいというふうに考えます。以上です。 

議長（西 昭夫君） １番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  能登半島の地震で、協力ということで当町からも職員が派遣をされまして、その報告も受

けております。その中で、避難者、避難されている方が、全てやってもらう側になってしま

っていいのかというような問題意識が提示をされておりました。 

  その点では、そういうことが大事だと思うんですけれども、特に、小学校の体育館は比較

的広いかもしれませんが、皆さんが本当に避難してしまうと、今の集会所、避難所では、実

際対応できない、現実的にできない面があったりすると思うんです。そういうところで、本

当に避難が必要かどうかということも、また大事な点なのかなというふうに思います。実際

には自宅で十分避難できる場合もあるかもしれませんし、ただそれも具体的な基準なりとか、

よく考えておかないと、避難しなかったことによって、もし何か起きたときには、またそれ

も問題になってしまうということがあるというふうに思っています。 

  そういう点の問題意識も今後、対応いただきたいと思うので、最後に答弁いただきたいと

思います。 

議長（西 昭夫君） 総務財政課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。向出議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

  避難に関しましては、災害時には自助・共助・公助というところで、まずは、自分の身を

守っていただくために、自宅の中でも安全な場所に行っていただく。あとは、隣組の方の御

協力、近所の方の御協力をいただく。町として住民全体の命を守っていくということに、最

後ではないにしても、守っていくというところでございます。 

  避難指示につきましても、町長の方が出すということになっておりますので、もちろん、

指示が出たからといって、避難所に来られない場合も、もちろん今までも想定できることで
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はございますので、先ほど言っておりますように、住民さんの意識として笠置町は今まで、

大きな災害も幾つも、特に高齢者の方、御存知の方が多いと思いますので、そういうところ

を思い出していただきながら、自分が一番命を守る行動というのを取っていただけるような

そういうことに取り組んでまいりたいと思っております。以上です。 

議長（西 昭夫君） これで向出健議員の一般質問を終わります。 

  次に、２番、松本俊清議員の発言を許します。２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） 一般質問について、今、許可をもらいましたので、いろいろ皆さん議員

さんから質問されて、私の質問することは重複するかもしれませんが、再度お聞きしたいの

で、その点よろしくお願いします。 

  差し当たって、町民の安心・安全な生活、それと町所有の建物についての対策、健康管理

について、お尋ねしたいと思います。 

  安全については、以前より防犯カメラを要望していました。ようやく１３０万円の予算を

計上されました。設置され完了する月は何月ですか。 

  それと、１６３号線、切山また草畑の国道、歩道の件、どのようになっているのか答弁願

います。 

  あとの個々の問題については、席に戻って質問させていただきますので、よろしくお願い

いたします。ただ、簡単でいいですから、その点よろしくお願いします。 

議長（西 昭夫君） 総務財政課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。松本議員から

の防犯カメラの設置についての御質問にお答えさせていただきます。 

  今回の定例議会に補正予算で設置費用を計上いたしました。昨日、御可決いただきました

ので、これから事務を進めていきたいというふうに思っております。 

  スケジュールといたしましては、起工した後、完了までおおむね２か月程度かと思ってお

りますので、早ければ年内に設置ができればというふうに考えております。以上でございま

す。 

議長（西 昭夫君） 建設産業課長。 

建設産業課長（植田将行君） 松本議員の国道１６３号線における切山区内の歩道設置に係る

進捗状況についての御質問にお答えいたします。 

  国道１６３号線における切山区内の歩道設置に係る進捗状況につきましては、現時点で前

年度から進捗はございませんでした。今後は、従前までの京都府並びに国への要望活動を継
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続するとともに、道路管理者であります京都府と本町が、今まで以上に力を合わせ地権者へ

の協力を得られるように努力してまいります。以上です。 

議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） 防犯カメラは何月に設置完了されるんですか。今の答弁ではどうかはっ

きりは分かりません。簡単でいいんです。私はだからわざと何月と月を言うてるんですよ。

と言いますのは防犯カメラについては、再三私は申請しているんですよ。補正予算に入れる

と言うてから何か月経つんですか。３月、６月、９月、１２月も出てこなかったんですよ。 

  その間に笠置町ではいろいろ行方不明になった方、２月にありました。最近では、工事現

場の資材がなくなった。まして、峠の地蔵さんに子猫が１８匹置いてあるというような事態。

それと、キャンプ場オープン化になり、いろいろお客さんも来てくれるということになって

くると、そういう防犯カメラの設置時期、非常に必要になってきますので、そういう点を検

討願いたい。 

  それと、今、建設産業課長から言われた１６３、歩道の件、全然進んでいないと。前回の

前任者、引き継ぎはどうだったんですか。何も進んでいないということは、交渉はされたん

ですか。されたときの議事録はあるんですか。なぜされなかったのか、なぜ工事が進まない

のか、その原因はどこにあるのか、究明されましたか。町長も同様ですよ。引継事項にそれ

はあったはずなんですよ。どうなんです。そして、それは府か町か、今後の進め方をはっき

り決めてもらわないことには、進めません。交渉しています。それでは、回答にならないん

ですよ。 

  また、歩道について、笠置大橋の歩道橋、タイルが剝がれている。そうすると、あれは京

都府の問題ですよね。しかし、すぐに修理して二、三日前に直してもらいましたよ。それは、

感謝します。そういう点から考えて歩道自体にでも、例えばバックミラー、笠置町にはいろ

いろありますよ。長年、使っている関係上、雨とか汚れでその機能は十二分に発揮されてい

ないということもあるんですよ。そういう点、やはりはっきりその機能を出せるように、掃

除、そういう点、考えてやってもらいたい。 

  建設課には非常に仕事が多いんですよ、出ていく仕事が。だから、そういう点、今、人は

欠勤になっていますが、そういう点も十二分に考えて、人の手配、また町長が言われている

事務の合理化、それをどのように進めるのか、町長からもお聞きしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 総務財政課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 松本議員の御質問にお答えさせ
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ていただきます。 

  先ほど、最初の答弁で説明不足で申し訳ございませんでした。設置の完了につきましては

１１月、遅くても１２月を予定しておりますので、その目標で事務を進めさせていただきま

す。以上です。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 先ほどの国道１６３号線の歩道設置の件でございますけれども、こちら

前町長から引き継いでおります。先ほど私の方も自分の目で確かめにいくということからも

含めて、今、過去の経過も含めて、過去の経過を調査に当たっておるところでございまして、

これは私どもの笠置町役場内、そして京都府とも併せて調査・確認をしております。 

  それですので、現時点では直接的には進捗はないということでございますけれども、ちょ

っとすみません、これいつできるかというのは、明確にはお答えできないですけれども、作

業は進めておるところでございます。 

  さきに答弁になりますけれども、事務の改善につきましても、まずは内部で事務の合理化

という形を進めておるところでございますので、現在、これも作業中でございます。以上で

ございます。 

議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） ２番、松本です。 

  今、答弁された月は間違いないですか。再度確認したいと思います。 

議長（西 昭夫君） 総務財政課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。松本議員の御

質問ですが、年内設置を目標に事務を進めたいと考えておりますので、１１月か１２月、遅

くても１２月には完了すると思っております。以上です。 

議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） ２番、松本です。 

  年度ですか。６年ですか。これですね、年度でいくと３月末までになるんですよ。言葉の

あやかもしれませんけれども、そういう答弁されても分からないんですよ。そういう点、簡

単にはっきり言うてもらいたいんですよ。予算も決まっているから。どうなんですか。 

議長（西 昭夫君） 総務財政課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。令和６年

１２月までに完了です。以上です。 
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議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） では、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、町所有の建物についてお聞きしたいと思います。 

  サテライトオフィスの利用状況、そして、いろいろＰＲされていますが、その内容とその

成果、伸びないいうところにおける問題点は何かというのを、改善される気力があればお聞

きしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。松本議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

  サテライトオフィスのＰＲにつきましては、町のホームページ、それから、未来づくり協

議会のホームページ、これ３町村合同で掲載していただいております。直近でのＰＲでいき

ますと、６月１６日に京都府の移住交流フェアというのが開催されましたので、そちらでチ

ラシを配布させていただいておりました。効果が現れるというところには至っておりません

が、これから学生の体験学習や企業のレクリエーションでの利用など、チラシの配架、そう

いうところで利用いただければと思っています。 

  利用が伸びない原因といたしましては、コロナ感染症が５類に移行してから、コロナ前の

生活環境に戻りつつある中で、テレワークから出社型に戻りつつある実態と、ネットの環境

というものが各所で整備されておりました。設置した当時はサテライトオフィスの方の利用

もありましたが、そういう自宅でもできる各所で利用できるということで、笠置町に来てサ

テライトオフィスを利用して、会社とやり取りするというところが減ってきているというの

が、実態ではないかと考えております。以上です。 

議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） ２番、松本です。 

  いろいろ報告、回答、願ったんですが、結果として成果が出ていないと。固定経費すら出

ていない現状をどのように対応するのか、一つの課題として研究してもらいたいと思います。 

  続いて、こういう建物についてなんですが、以前どういうように前町長から引き継がれた

かどうか知りませんが、集会所、中央公民館、あそこが空き家になってから、どうするんで

すか。町長の方針をお聞きしたい。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 今の空き家の件をどうされるかという件でございますけれども、中央公
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民館の件でございますけれども、この件、空き家になっている、どうするかという課題は引

き継いでおりましたけれども、すみません。どうすべきかというところまでは、答えは私の

中では出せておりません。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） 総務財政課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。中央公民館の

解体につきましては、解体に係る経費について積み立てるということで、公共施設の除去作

業の財源として過疎地域持続的発展基金を昨年度設置し、令和５年度にはまず５００万円を

積立てさせていただきました。令和６年度については１，０００万円の積立てを予算計上し

ております。ただ、これだけの費用では除去できるものではございませんので、一定額の目

標に積立てを継続していき、解体に進めばというところでございます。 

  ですので、いつ除去して、その後の活用というところは、今現在のところではまだ検討段

階には入っておりません。以上です。 

議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） 松本です。 

  ６年度は１，０００万円積立てをするということですか。まあ建ってからではなしに、空

き家になってから４年はもう経過しているんですよ。そういう点、やはりあれは借地だと思

うんですが、そういう点は速やかに予算組みし対応してもらいたい。 

  それと同時に、今、全然使われていないんですが、お試し住宅、あのＰＲはどうなってい

るのか。そこに年間３６万円の駐車料金が払われていますね。果たして払った分の効果は出

ているのか、その点、どのような対応を取られているのか、今後の方針をお聞きします。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。松本議員のお

試し住宅に関しての質問でございます。 

  お試し住宅につきましては、松本議員がおっしゃいましたとおり、利用がない施設と効果

が現れていない施設というふうになっております。移住・定住につきましての相談件数は増

加しております。先ほど、先の議員のところでも御説明させていただきましたとおり、移住

したいという希望の登録件数も増えているところですが、件数は増えましてもこういうお試

し住宅を利用して体験してみようというところには至っておりません。 

  そういう方に御紹介していくのも１つかと思っておりますし、また、今、条例の中では

１週間単位の使用を想定した利用料金設定となっておりますので、例えば、キャンプ場であ



３７ 

ったり、笠置町内の笠置へ来られたりする学生の方、研究なり勉強なりで来られる方という

のもありますので、短期間での利用も検討するなどしてはどうかというふうに思っておりま

す。多様な利用もあることですので、ちょっと柔軟な対応も検討する必要があるというふう

に思っております。以上です。 

議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） いろいろいい答弁なんですよ。思っておりますとか、こういうことをや

ります。４年も経って何も成果が出ていないという現状を、町としても考える必要があるん

じゃないかと思います。 

  こういう建物と同時に町民の方から、寄附をなさった吉田邸、植村邸の利用、今後の方針

対策はどのようにされるのか、お聞かせ願います。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。松本議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

  まず、吉田邸とおっしゃっていただきました、中村にある住宅ですが、こちらは移住・定

住プラザとして、地域おこし協力隊が在籍しておりました頃は、相談窓口として活用してお

りましたが、退任後につきましては、活用されていないというふうなことになっております。 

  今年度、京都府から当町に移住された方を移住呼びかけ人として認定いただきました。こ

ういう機会を利用いたしまして、機会といたしまして、相談の場として活用いただけるよう

に、働きかけてまいりたいと思います。 

  また、後谷にあります住宅につきましては、３月で除去が完了しておりますが、跡地につ

きましては、当面、近隣の住民の方に有効に活用いただける部分として、管理していくとい

うことにしております。利用・活用方法については、まだ決まったものはございません。以

上でございます。 

議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） この話、そういう質問すると、そういうように回答してもらうのは結構

ですけど、植村邸は、最初はどういうことだったんですか。農村留学とか物凄く大きな看板

をぶら下げてやられた。しかし、何もない。何もできていなかったですね。それで、前町長

は解体して、その後、駐車場にするという答弁をされております。植村邸本家と離れと２つ

あるんですよね。今、どうなっているんですか。駐車場にされるんですか。どのように利用

されるんですか。行き当たりばったりの返答では困るんですけれども。その点、新しくなら
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れた町長の考え方をお聞きしたい。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） ちょっと私の考え方ということでございますけれども、私も明確に今の

時点で正直持ち合わせておりませんので、これも実際に確認させていただいて、早急に早い

段階でお答え、早い段階というのが何月とも申し上げられないですけれども、早急に考えて

いきたいと思います。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） ２番、松本です。 

  そういう点でよろしくお願いしたいんですけどね。 

  何ていうんですか、西部区にあります建物、児童館、そこは耐震工事で、今、空き家にな

っています。耐震工事をするんですか、しないんですか、連合とはどのような話になってい

るんですか。あの建物は町の建物ではないんですか。その点、どうなんです。積立てするん

ですか。そういう方針、町長になられて日もないし、いろいろ問題があるかもしれませんが、

こういう問題はどのように受け止め、どのように対応していこうとされているんですか、お

聞きしたい。 

議長（西 昭夫君） 総務財政課長。 

参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱（前田早知子） 失礼いたします。松本議員の児

童館につきましての御質問にお答えさせていただきます。 

  笠置児童館につきましては、まず、現在の建物を活用する場合となりますと、基礎部分の

補強や減築が必要だというふうな建物となっております。耐震改修ではなく一旦取り壊して、

建て替えするか、除去して現状の笠置会館で業務をしておりますが、そのままを維持してい

くのか、そういった検討が必要な建物でございます。 

  今のところ、利用する児童数の推移でありますとか、建設費用、それの後年度の負担など

も鑑みまして、連合の教育委員会と協議を進めていくこととしております。積立て、先ほど

旧中央公民館の解体費用の積立てと説明させていただきましたが、児童館につきましても、

除去となると、その積立てをした中での除去になるかと思っております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） この児童館の件でございますけれども、これも今のところの管轄だと教

育委員会になるということですので、先日も協議をしてまいりました。ただ、協議内容も答

えが出ていないので明確にはお答えできないですけれども、教育委員会としても分かったけ
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れどもという状況なので、これもしっかりと協議を進めてまいりまして、答えの方を出して

いきたいと考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） ２番、松本です。 

  そうすると、今、参事が言われたように解体ですか、補強ですか。やはり、今考えており

ますじゃないんですよ。こうしてやりたいという方針を聞きたいんですよ。それだったらそ

れなりの積立てもする必要もありますし、悪く言うとその場答弁だけでは困るということで、

簡単でいいんですよ。解体する、補強する、どうなんですか。まして、今、町長に私は答弁

をお願いしたんですよ。参事には聞いていないですよ。町長からその返答が欲しいんですよ、

最初はね。その点どうです。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 今のお尋ねでございますけれども、今、方針のところを決めるために協

議をしておりますので、今、今日の時点では、ちょっとお答えできない。本当に申し訳ござ

いませんけれども、ただ、早急に協議してまいります。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） では、もう一つ質問。一応、一番問題になっている笠置町の大きな資産、

いこいの館について、先ほどいろいろ先の議員さんからも聞かれましたが、再開はいつ、す

るんだったらいつなんですか。いろいろこのゆびとまれとか、町長はいろいろ方針を出され

ていますよ。いつなんですか。年間、１，５００万円の経費がかかるんですよ。延びれば延

びるほど財政の苦しい町が、１，５００万円を出すんですよ。大至急それを進めてもらいた

い。 

  ましてや、それを管理している企画観光課ですか。そこの担当課長が兼任されていると、

そういうような組織でいいんですか。本当に真剣に対応するという気構えがあるんですか。

町長がいろいろなられて、いろいろ改革するということなんですけれども、そういうところ

にメスを入れてもらいたいと思います。 

  お聞きします。再開はいつなんですか。何年度なんですか。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） いこいの館の再開の時期についてでございます。何年なんですかという

ことでございますけれども、今、これもいろんなところで答弁させていただき、今、私が初

めての検討を始めたというところでございますので、再開がいつというのは申し訳ございま
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せんけれども、今の段階ではお答えすることはできないです。 

  ただし、結論を出すというのは、この１１月までに一定議論を重ねた中で、まずは１２月

の議会に御報告させていただくということで、考えております。そこの内容につきましては、

まだこれから議論になりますので、どのようなことを御報告するかというのは、まだ分かり

ませんけれども、一定１２月議会の際に、今後の方針についてお答えをさせていただきます。

以上でございます。 

  それと、職務の兼任とかにつきましてでございますけれども、これも様々に頭をひねって

おります。ただ、やはり、これも人事異動等で変更をかけたいと思っておりますので、その

あたりは改めての御報告になるかと思いますが、検討しておるところでございます。以上で

ございます。 

議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） 松本です。 

  そういうことでしたら、よろしくお願いいたします。 

  続いて、健康管理についてお尋ねいたします。 

  最近、人事異動について体調不調で長期欠席されている事件があります。こういうときに

果たして、事務の引継ぎがうまくいくのか、これはもう再三なってくると、徹底してその病

気を治してもらうとかいうような対策は町として指示されたのか。といいますのは、その分、

その課に負担がかかるんですよ、１人当たり、分配してかかるんですよ。そうすると第二、

第三のそういう人材が出てくるかもしれませんので、その点はどうお考えか。 

  そして、今ですと、現状では今月末ということになっています。来月からまた出るかもし

れません。町とかこういう面については、産業医の導入はどのように考えられているのか。

また、町民に対しても高齢者が多い中、健康で人生を送るために、フレイル対策をどのよう

にされているのか、その点、もし考えがあるんだったらお答え願います。 

議長（西 昭夫君） 町長。 

町長（山本篤志君） 松本議員からの職員の健康管理についての御質問でございます。 

  まず、職員の健康、体調を崩しておる職員がいるのも、正直なところでございます。それ

によりまして影響が出ないようにというような配慮はしておりますけれども、やはり、職員

が１人欠けることによって、その業務の分担というのが変わってきますので、そのあたりは

十分気をつけないといけないと考えておりますので、それは取り組んでおります。 

  それと、産業医の件でございますけれども、これも正直なところ、私が就任して以降、職
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員の関係の体調管理のことを内部で確認した際に、ちょっとお医者さんにも相談させていた

だきました。となると、産業医がいる、いないによりまして、産業医がいる場合については

職員の病状についてまでも、産業医が主治医に対して聞くことができるということがある。

産業医を置いていないのであれば、聞けないという状況が分かりましたので、あくまでも病

院にかかっていただいているということは、治療を目的にしていただいている。であれば、

治していただきたいというのが、私たちの思いでございますので、これは、産業医の導入を

検討していただけませんか、というのを出したところでございます。 

  ただ今、これも費用面も含めて検討が必要かと思いますので、このあたりも取組を進めて

おるところでございます。以上です。 

議長（西 昭夫君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） 松本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  高齢者のフレイル対策ということで、今年度、先ほども議員にもお答えさせていただいて

いたんですけれども、今年度について高齢者の保健事業と介護予防の一体化事業を実施して、

フレイル対策に取り組んでいったり、また、地域包括支援センターの事業として介護予防事

業等を進めているところでございます。 

議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） 松本です。 

  いろいろ答弁願ったんですが、最終的には町長の町政、運営、所信７つの項目上げておら

れますよね。これですが、誠に失礼かもしれませんが、有言実行をお願いしたい。それと同

時に、やはり町長の政治生命をかけてでもやるぐらいの根性を、笠置町をよろしくお願いし

たいと思います。 

  いろいろ言いましたが、これは前回の引継ぎの質問で、全然解決しなかったんで、質問さ

せてもらっただけですので、町長よろしくお願いしたいです。これにて、質問終わります。

ありがとうございました。 

議長（西 昭夫君） これで松本俊清議員の一般質問を終わります。 

  これで一般質問を終わります。 

  ここで休憩をします。再開は議場の時計で１時からとします。 

休  憩   午前１１時５０分 

再  開   午後 １時００分 

議長（西 昭夫君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 
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──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第２、発議第１号 再審法改正に向けた速やかな議論を求める意見

書の件を議題とします。 

  提出者に、趣旨説明を求めます。由本好史議員。 

７番（由本好史君） 発議第１号 再審法改正に向けた速やかな議論を求める意見書について、

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第１項の規定により提出します。 

  令和６年６月２８日提出。 

  提出者、笠置町議会議員、由本好史。賛成者、笠置町議会議員、向出健、同じく松本俊清、

同じく山本勝喜、同じく田中良三。 

  提案理由でございます。 

  えん罪被害者を一刻も早く救済するため、国に再審法改正についての議論を速やかに開始

するよう求めます。 

  意見書の方朗読させていただきます。 

  再審法改正に向けた速やかな議論を求める意見書。 

  えん罪は、犯人とされた者やその家族の人生を狂わせる人権侵害であり、あってはならな

いことである。それゆえ、我が国では憲法において多数の刑事手続関連条項を設け、刑事訴

訟法等の法律を充実させることによって、えん罪の発生を防止しようとしてきた。しかしな

がら、人の運用する制度である以上、ときに誤判が生じるおそれは払拭できず、誤判により

生じたえん罪被害者は迅速に救済されなければならない。 

  誤判により有罪判決を受けたえん罪被害者を救済する再審制度については、刑事訴訟法

（第４編再審、以下「再審法」という。）に規定が設けられているが、再審が認められるこ

とは稀であり、えん罪被害者の救済は容易には進んでいない。 

  その要因として、日本弁護士会連合会の「えん罪被害者の迅速な救済を可能とするため、

再審法の速やかな改正を求める決議（令和５年６月１６日決議）」では、刑事訴訟法に再審

に関する規定がわずか１９条しか存在しないという制度上の問題があり、再審請求手続に関

する詳細な規定が存在しないために、個々の裁判体の裁量があまりにも大きいことが指摘さ

れている。その中でも特に重要な課題として、 

  ①再審請求手続において証拠開示規定が存在しないこと。 

  ②再審開始決定に対する検察官の不服申立てにより審理が極めて長期化していること。 

  ③再審請求手続における手続規定が整備されておらず、請求人の手続保障が十分になされ
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ていないこと。の３点が挙げられている。 

  このうち、再審請求手続における証拠開示については、刑事訴訟法等の一部を改正する法

律（平成２８年法律第５４号）の制定過程において、再審請求手続における証拠開示の問題

点が指摘され、同法附則第９条第３項において、政府は同法の公布後、必要に応じて速やか

に再審請求手続における証拠の開示等について検討するものと規定されているにもかかわら

ず、今なお制度化は実現していない。 

  また、再審開始決定に対する検察官の不服申立てについては、不服申立てによって、さら

に審理が長期化し、えん罪被害者の救済が遅延することが指摘されるとともに、検察官は不

服申立てによらずとも、再審公判において主張の機会が保障されており不都合はないとの見

解もある。 

  そして、再審請求手続における手続規定に関しては、再審法に規定が少なく、とりわけ、

審理の在り方については、明文の規定が存在せず、裁判所の広汎な裁量に委ねられている。

そのため、裁判所の訴訟指揮により大きな差が生じるという問題があり、再審請求手続にお

ける手続規定を整備する必要があるとの意見がある。 

  近年、再審事件の動向に関する報道により、再審やえん罪被害に対する社会の関心が高ま

り、日本弁護士会連合会などから再審法の問題点も指摘されている中で、地方議会において

も再審法改正を求める意見書が採択されている状況にある。 

  ついては、国におかれては、えん罪被害者を迅速に救済するために、再審法改正に向けた

議論を速やかに行うよう強く求める。 

  以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  令和６年６月２８日。 

  衆議院議員議長、額賀福志郎様、参議院議長、尾辻󠄀秀久様、内閣総理大臣、岸田文雄様、

法務大臣、小泉龍司様、内閣官房長官、林芳正様。 

  京都府笠置町議会議長、西昭夫。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） 質疑、討論を省略してよろしいでしょうか。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） 異議なしと認めます。したがって、質疑、討論を省略します。 

  これから、採決を行います。この採決は起立によって行います。 

  発議第１号 再審法改正に向けた速やかな議論を求める意見書の件は、原案のとおり決定

することに賛成の方は、起立願います。 
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（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立多数です。したがって、発議第１号 再審法改正に向けた速やかな

議論を求める意見書の件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第３、閉会中の委員会調査報告及び一部事務組合等議会報告を行い

ます。 

  閉会中の委員会調査の報告を行います。総合常任委員会、向出健委員長。 

１番（向出 健君） 笠置町総合常任委員会の報告をいたします。 

  委員長の向出です。 

  ６月２１日に総合常任委員会を開き、先の議会で委員会付託をしました、中等度以上の難

聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める請願書について、審査をいたしまし

た。 

  議会事務局より、他の市町村の実施状況等の説明を受けました。 

  京都府内では、京田辺市、京丹後市、精華町が補助を実施しており、京田辺市、京丹後市

は経費の２分の１が補助対象で上限が２万円、精華町は経費を補助対象として上限２万円の

内容です。 

  精華町は、人口約３万６，０００人、６５歳以上は約９，０００人で、令和５年度の予算

額は６０万円で３０人分、令和６年度の予算額は３０万円で１５人分です。 

  委員から、どこでも調査したら認められるのかどうなのかという内容の質問が出されまし

た。つまり、どのような医療機関で難聴を調査しても対象となるのかという質問という意味

です。実施している他の自治体では指定医療機関で調査をするということになっております。

また、最終的には町が決めていくことになっていくという話も出ました。 

  また、他の委員からは、町の意向や考えを聞きたい旨の意見が出されましたので、この件

については継続審査として、次回、町の意向を聞くこととしました。 

  以上で、笠置町総合常任委員会の報告を終わります。 

議長（西 昭夫君） 次に、いこいの館運営対策特別委員会、向出健委員長。 

１番（向出 健君） いこいの館運営対策特別委員会の報告を行います。 

  委員長の向出です。 

  ３月８日に特別委員会を開き、当時、地域活性化起業人でありました澗隨氏から、再建計

画草案の説明を受けました。 
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  その内容は、生活の中心地としてコンビニやＡＴＭ、コインランドリー等の設置、また地

産食材を使用した食事メニューの一例の提案、浴室改修として、炭酸泉やつぼ湯の導入など

の提案がありました。また、収支のシミュレーション、業者の募集要綱案なども示されまし

た。 

  また、５月２３日にも特別委員会を開きました。当町から地域活性化起業人の澗隨氏が継

続できないこと、また、いこいの館の今後について説明を受けました。 

  町からは地域活性化起業人について、４月からも継続をいただく予定でしたが、先方との

意思確認が不十分で、先方からは継続できないとの意向が示され、また町は今後、地域活性

化起業人を新たに入れることはしないとの説明をされました。 

  また、いこいの館の再開については、まず、にぎわいを作り出し、その中で再開を検討す

ること、また町の事業者を中心にして、商工会、観光協会、町を応援したい方や企業、大学、

金融機関等が集うＫＡＳＡＧＩこのゆびとまれプロジェクト（仮称）を創設し、にぎわいづ

くりの検討を開始する。笠置まちづくり会社に同プロジェクトを設置して、いずれは法人化

する旨の説明を受けました。法人化は具体的には笠置まちづくり会社が同プロジェクトから

企画・運営を引き継ぐとのことです。 

  以上で、いこいの館運営対策特別委員会の報告を終わります。 

議長（西 昭夫君） 次に、一部事務組合等議会報告を行います。山城病院組合議会、由本好

史議員。 

７番（由本好史君） それでは、国民健康保険山城病院組合議会臨時会の報告をさせていただ

きます。 

  まず、令和６年第１回国民健康保険山城病院組合議会臨時会の報告をさせていただきます。

令和６年３月２８日（木）午前１０時から京都山城総合医療センター会議室におきまして、

令和６年第１回臨時議会が開催されました。 

  開会に先立ち、議長から笠置町議会臨時会において、私が当組合議会議員に選出された旨

の報告があり、その後、議席の指定、会議録署名議員の指名、会期の決定が行われました。 

  次に、管理者から病院組合の近況報告、臨時会への提案の同意案件及び議案の説明があり

ました。 

  次に、議会運営委員会の委員の選任につきましては、議長より私が議会運営委員に指名さ

れました。 

  次に、同意第１号 副管理者の選任については、次期副管理者に福井景一氏を選任する同
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意案件が提出され、全員賛成で同意されました。 

  次に、議案第４号 京都府山城総合医療センター使用料及び徴収条例の一部を改正する条

例が提案されました。今回の条例の一部改正につきましては、令和６年４月１日から診療報

酬算定方法の改正に伴う所要の改正で、３名の議員が質問された後、討論は省略され全員賛

成で可決をされました。 

  次に、議案第５号 介護老人保健施設やましろ使用料・手数料等徴収条例の一部を改正す

る条例が提案されました。この条例につきましても令和６年４月１日からの介護報酬算定方

法の改正に伴う所要の改正で、質疑はなく討論は省略され、全員賛成で可決されました。 

  続いて、令和６年第２回国民健康保険山城病院組合議会臨時会の報告をさせていただきま

す。 

  令和６年５月２０日（月）午前９時３０分から京都山城総合医療センター会議室におきま

して、令和６年第２回臨時会が開会されました。 

  開会に先立ち、議長から南山城村議会臨時会において廣尾議員と齋藤議員が当組合の議会

議員に選出された旨の報告がありました。 

  次に、令和６年３月１７日の笠置町長選において、選出された山本篤志町長から挨拶があ

り、４月１日付で組合の職員の人事異動があったことから自己紹介がありました。 

  その後、議席の指定、会議録署名議員の指名、会期の決定が行われました。 

  次に、管理者から病院組合の近況報告、臨時会への提案の同意案件の説明がありました。 

  次に、議会運営委員会の委員の選任につきましては、議長より南山城村選出の齋藤議員が

議会運営委員に指名されました。 

  次に、同意第２号 監査委員の選任につきましては、南山城村議会議員の改選により欠員

となっていることから、議長の指名推選により、南山城村選出の廣尾議員が全員賛成で可決

され、閉会されました。 

  以上、令和６年国民健康保険山城病院組合議会第１回及び第２回の臨時会の報告を終わり

ます。 

議長（西 昭夫君） 相楽中部消防組合議会、大倉博議員。 

３番（大倉 博君） 令和６年第１回相楽中部消防組合議会臨時会、５月２８日、相楽中部消

防組合本部で行われました。 

  同意第１号 相楽中部消防組合監査委員の選任について。 

  奥森由治議員、南山城村選出議員が選任されました。賛成全員です。これは久保憲司議員
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が３月３１日に議員任期満了のため。 

  承認第１号 専決処分事項の承認について、一般会計補正予算（第３号）府補助金

２４４万円の追加、歳入歳出予算３２億５，６９１万２，０００円に全員賛成です。 

  議案第８号 中部及び和束高規格救急車の買い入れについて。 

  中部消防は平成２７年に配備、９年が経過。 

  和束出張所は平成２６年に配備、１０年経過。 

  落札金額は６，９６３万円、落札人は京都トヨタ自動車株式会社、納期は令和７年１月

３１日、賛成全員です。 

  報告第１号 専決処分について。 

  自動車事故の和解、損害賠償の額１７万６，０００円、賛成全員です。以上です。 

議長（西 昭夫君） 加茂笠置組合議会、向出健議員。 

１番（向出 健君） 加茂笠置組合議会の報告をいたします。 

  ４月２３日から４月２４日にかけまして、岡山県真庭市にバイオマスの研修に行きました。

久世公民館で概要の説明を受け、真庭バイオマス集積基地第２工場、真庭バイオマス発電所、

銘建工業本社等を見学・研修に回りました。 

  久世公民館では、真庭市のごみが年間１万４，０００トンで７億円かかり、市内に３つの

ごみ焼却施設があり、ごみ処理の効率化が急務で、また、このごみの総量のうち焼却が必要

なのは３５％で、大半は分別すると資源になるとの課題意識が説明をされました。 

  また、し尿処理にも莫大な資金を投入して処理をしているとありました。 

  そして、対策として、生ごみ、し尿の浄化槽汚泥の液肥化、液体の肥料にすること。また、

紙ごみの資源化、焼却施設の規模縮小化や集約化として取組を進めていると方針を説明され

ました。 

  その結果として、生ごみ、し尿処理の費用が削減できていること、液肥の農地での利用や

メタンガスを作り出して、エネルギーとして利用することなどが実現できていると説明を受

けました。 

  また、し尿処理プラントも見学をいたしまして、液肥は薄いので散布する車も大型になり、

農地によっては入りにくいことがある。そのために、濃縮した液肥を作って小型の車でもで

きるように考えていることや、液肥の農作物の味も一般肥料と比較して、遜色ないことも検

査に出して確かめているなどの説明を受けました。 

  集積基地の研修も行いました。集積基地は、業者や一般の方から材木などを持ってきても
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らい買取りをして、粉砕・加工して木質チップなどにして、燃料として出荷・販売をしてい

るところです。 

  集積基地では、通常は廃棄する樹皮や残材、材木で残った部分も買い取ることで、集積量

の確保を図っていることや、他の地域に木材を持っていかれないように、買取価格を下げな

いように工夫しているなどのお話を聞きました。 

  全体として、そのままではごみとなるものを資源化して、ごみ処理費用削減とともに、肥

料やエネルギーを生み出し、それが地域経済として回っており、環境負荷の点でも大変優れ

た取組をされていることを具体的に学ぶことができました。 

  また、去る５月２４日には木津川市役所全員協議会室において、臨時会を開き、副議長選

挙を行い、副議長に大倉博議員を選任いたしました。以上で、加茂笠置組合議会の報告を終

わります。 

議長（西 昭夫君） 相楽東部広域連合議会、向出健議員。 

１番（向出 健君） 相楽東部広域連合議会の報告を行います。 

  ３月５日に相楽東部連合議会の令和６年度第１回定例会を開きました。 

  一般質問では和束町の畑議員が、伊賀市等とのごみ処理広域化について、広域連合議会で

説明しないのは議会軽視ではないかという点と、クリーンセンターの今後の方針等について

質問をされました。 

  答弁は、ごみ処理広域化については、各市町村がごみ処理の基本的責任を負っており、各

市町村で説明するとしている。また、広域化の協議は当初は、非公開であり、公開後は笠置、

村で説明をしている。議会軽視ではない旨の内容でした。 

  また、クリーンセンターにおいては、将来的には焼却施設を廃止して、解体することにな

るが、ごみ受入先のめどがつくまでは、現状の維持に努めたい旨の答弁でした。 

  また、私、向出からは、クリーンセンターの安全対策工事後の地盤沈下や建造物の亀裂等

の責任について一般質問をいたしました。答弁は、決着をつけることは必要不可欠だが、現

段階では原因がつかめていない状況、調査をして見極めたい、中長期的な調査も必要との内

容でした。 

  また、南山城村の梅本議員からは、小中一貫校で英語に特化した教育、小中一貫の教育の

実施の質問や血液についての中学校から学ぶことを求める一般質問がされました。 

  答弁では、英語教育については、小学校にはＡＬＴと英語専科教員の配置、中学校にはＡ

ＬＴと外国語指導助士を配置し、英語力向上を図っているとの答弁でした。ＡＬＴとは外国
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語を母語として育った方で、外国語の授業をアシスタントする先生のことです。 

  また、小中一貫教育については、保小、保育園と小学校、小小、小中、中中の連携を強固

にして、最終的には保育園も含めた一貫的な教育を目指したいとの内容でした。 

  血液学習については、小中段階から血液教育は社会の一員として自覚する教育として、大

いに役立つ取り組みと考える。現在は和束中学校で外部講師による血液学習を進めていると

の内容でした。 

  議案としては令和６年度の一般会計当初予算が計上されました。 

  支出の主なものでは、広域連携の１８ページから２０ページへの増加、各小学校のデジタ

ル教科書の更新、物価高騰に伴う給食費１食当たり４０円の増額などです。予算は可決成立

しました。以上で、相楽東部広域連合議会の報告を終わります。 

  失礼いたしました。相楽東部広域連合議会の報告の中で、梅本議員の質問のところで血液

教育の学習というふうに説明いたしましたけれども、献血学習、献血教育の誤りでした。訂

正をいたします。 

議長（西 昭夫君） これで閉会中の委員会調査報告及び一部事務組合等議会報告を終わりま

す。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第４、委員会の閉会中の継続調査及び継続審査の件を議題とします。 

  各委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配りました申出書のとおり委

員会の閉会中の継続調査及び継続審査の申出があります。 

  お諮りします。委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査及び継続審査とすることに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） 異議なしと認めます。したがって、委員長から申出のとおり、閉会中の

継続調査及び継続審査とすることに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） これで本日の日程は全部終了しました。 

  これで会議を閉じます。 

  令和６年６月第２回笠置町議会定例会を閉会します。 

  御苦労さまでした。 

閉  会   午後１時２８分 
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